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今
期
定
例
会
初
日
（
11
月
30
日
）
に
、「
笠
間
市
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
を
可
決

し
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
は
、
市
職
員
（
市
長
、
副
市
長
な
ど
の
特
別
職

も
含
む
）
の
給
料
や
期
末
手
当
等
の
引
き
下
げ
な
ど
を
行
う

も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
、
市
議
会
議
員
の
期
末
手
当
も
引
き

下
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
改
正
の
主
な
内
容

①
月
例
給
（
給
料
表
）
の
改
定

　

平
成
21
年
12
月
よ
り
医
療
職
（－）
を
除
き
、
給
料
の
基
本
額

が
平
均
0.2
％
の
引
き
下
げ
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
今

年
度
の
歳
出
が
約
２
０
０
万
円
削
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

②
期
末
手
当
等
の
引
き
下
げ

　

一
般
職
の
期
末
勤
勉
手
当
が
、年
間
で
０
・
３
５
月
、市
長
、

副
市
長
、
教
育
長
の
期
末
手
当
が
年
間
で
０
・
２
５
月
引
き

下
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
現
行
の
制
度
で
は
、
市
議
会
議
員
の
期
末
手
当
は
、

市
長
等
に
準
ず
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
改
正

に
よ
り
、
市
議
会
議
員
の
期
末
手
当
も
市
長
等
と
同
様
に
年

間
で
、
０
・
２
５
月
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

期
末
手
当
等
の
引
き
下
げ
に
よ
る
今
年
度
の
歳
出
削
減
は
、

一
般
の
職
員
が
約
８
８
６
０
万
円
、
市
長
、
副
市
長
、
教
育

長
が
約
57
万
円
、
市
議
会
議
員
が
３
１
９
万
円
と
な
り
ま
す
。

③
そ
の
他
の
改
正

　

平
成
21
年
４
月
か
ら
11
月
ま
で
に
受
け
た
給
料
や
手
当
な

ど
の
調
整
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
平
成
21
年
12
月
か
ら
自

宅
に
係
る
住
居
手
当
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
改
正
に

よ
り
、約
６
３
０
万
円
が
今
年
度
の
歳
出
か
ら
削
減
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
条
例
改
正
に
よ
り
、
総
額
で
１
億
66
万
円
が
平
成

21
年
度
で
削
減
さ
れ
ま
す
。

　

今
期
定
例
会
で
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
３
２
７
万
５
千
円

を
減
額
す
る
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

■
歳
入

　

市
税
は
、
企
業
の
業
績
悪
化
な
ど
に
よ
り
法
人
市
民
税
が

９
５
０
０
万
円
の
減
、
た
ば
こ
の
売
上
減
少
に
よ
り
市
た
ば
こ

税
が
２
６
４
０
万
円
の
減
で
、
１
億
２
１
４
０
万
円
の
減
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
庫
支
出
金
は
、
障
害
者
自
立
支
援
給
付
費
負
担
金
の
増

な
ど
に
よ
り
国
庫
負
担
金
が
３
１
９
３
万
５
千
円
の
増
、
幹

線
道
路
整
備
な
ど
の
国
庫
補
助
金
が
８
９
３
０
万
円
の
増
で
、

１
億
２
１
２
３
万
５
千
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
費
の
確
定
に
よ
り
、
基
金
等
か
ら
の
繰
入
金

や
市
債
を
減
額
補
正
し
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

条例改正による期末手当等の削減
（月）

H20年度 H21年度 削減月数

一般の職員

期末手当 3.00 2.75 ▲ 0.25

勤勉手当 1.50 1.40 ▲ 0.10

合　　計 4.50 4.15 ▲ 0.35

特定幹部職員
（ 部 課 長 ）

期末手当 2.60 2.35 ▲ 0.25

勤勉手当 1.90 1.80 ▲ 0.10

合　　計 4.50 4.15 ▲ 0.35

市 　 長
副 市 長
教 育 長

期末手当 3.35 3.10 ▲ 0.25

市議会議員 期末手当 3.35 3.10 ▲ 0.25

歳入事項別明細
（単位：千円）

項　　　 目 補正額

市　　　 税 ▲ 121,400

使用料及び
手 数 料 876

国  庫
支  出  金 121,235

県 支 出 金 39,154

財 産 収 入 120

寄　付　金 90

繰　入　金 ▲ 76,919

諸　収　入 13,869

市　　　 債 ▲ 10,300

歳 入 合 計 ▲ 33,275
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■
歳
出

　

歳
出
で
は
、
今
期
定
例
会
初
日
に
可
決
し
た
「
笠
間
市
職

員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
が
施

行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
職
員
の
給
料
や
期
末
手
当
な
ど
の

人
件
費
の
減
額
補
正
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
増
額
補
正
を
し
た
主
な
も
の
は
、
総
務
費
の
デ
マ
ン
ド

交
通
シ
ス
テ
ム
運
行
管
理
委
託
料
２
５
２
万
円
、
民
生
費
の
障

害
者
自
立
支
援
給
付
費
９
０
３
７
万
８
千
円
、
農
林
水
産
業

費
の
水
田
農
業
奨
励
金
１
０
０
１
万
円
、
森
林
機
能
緊
急
回
復

事
業
間
伐
委
託
料
５
５
０
万
円
、
土
木
費
の
南
友
部
平
町
線
県

委
託
料
１
億
２
０
０
０
万
円
、
友
部
駅
南
口
広
場
整
備
工
事
費

３
２
８
万
３
千
円
、
教
育
費
の
岩
間
体
験
学
習
館
改
修
工
事
費

４
２
５
万
４
千
円
な
ど
で
す
。

　

人
件
費
の
減
額
や
事
業
費
の
確
定
に
よ
る
工
事
請
負

費
等
の
減
額
が
増
額
分
を
上
回
っ
た
た
め
、
総
額
で
は

３
３
２
７
万
５
千
円
の
減
額
補
正
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳出事項別明細
（単位：千円）

項　　　 目 補正額

議　会　費 ▲ 1,010

総　務　費 ▲ 11,304

民　生　費 65,344

衛　生　費 ▲ 66,066
農 林
水 産 業 費 ▲ 14,647

商　工　費 ▲ 235

土　木　費 118,289

消　防　費 ▲ 21,738

教　育　費 ▲ 106,520
災  害
復  旧  費 ▲ 68

諸 支 出 金 4,680

歳 出 合 計 ▲ 33,275

●●歳出科目別補正状況歳出科目別補正状況●●

0 50,000 150,000

報酬　▲9,643
給料　▲20,500

共済費　▲17,154
賃金　▲3,699

報償費　▲5,683
旅費　20
需用費　9,633

役務費　4,401

委託料　121,517使用料及び賃借料　▲48

工事請負費　▲118,615 原材料費　150
公有財産購入費　6,244

備品購入費　▲679
負担金補助及び交付金　▲11,559

扶助費　99,813
償還金利子及び割引料　7,000

補償補填及び賠償金　▲4,582

積立金　90

（単位：千円）

▲150,000 ▲50,000

繰出金　▲10,695

職員手当　▲79,286

　今回の補正予算では、笠間市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の施行により、給料や職員手当

などの人件費が減額されています。また、障害者自立支援給付費の増などにより扶助費が増額されています。

　なお、当該年度の事業費が確定したことにより、工事請負費や委託料などの事業費が減額されていますが、委

託料については、南友部平町線の茨城県への委託料1億2千万円が計上されているため、増額補正となっています。
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